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概要 J 
題担費笠態系の炭繁服収源機能による炭素収支置を杷煙することが気候変動メカニズムの解明にとって重要な標題となっており、衛星データを用いて全域規模での値笠の総生産置を推
定宮る研究が多く行われている．近年、世界申に円uxサイトが股置され、陸I葺笠態系と太lP(間でのエネルギーや二位化炭素繊送の観測が行われており、憧笠機能タイプ別に円u＜サイト
のデータを解析し、宝磁での宝慰系農察循環モデルのパラメータを決定する研究が抱えてきている．これらの研究において、極主タイプ別の全E重工地積橿分類データ，茸軍要な基盤情報
であり、土地植置分頬プロダクトの明度向上が要求される．
本研究で思．円山サイトの情報在使用レて作成した診照データを精度評価に遡用雪る方活について盟案－.；る．円uxサイトを使用する利点は置占極笠や主地笛覆状態に闘する情報が
蹴っている燭舎が多く．そのsa述は専門家であるサイト管理蓄によるだめ信頼住が高い．短所としては．遁移が男られる土地積覆状態のサイトが多く．分類クラスを固定的に決定する
ことが重重しい．またサイトの主地帯E自置に閲－.；る！a逝の空間代表性ほ衛星データと異なることなどが掌げられる。本研究I菖円LUXNETの情報在使用し．参照データのクラスとして信頼度
目。に陥BPIこ準拠して4つの候摘クラス在決定しだ．その上で信頼度順に霊み付けを行い．精度開価在行った．この方法をTheMOαS Land Cover Ty田町・od凶 t(MCD12Q1) 
2αコ7に適用した結果を示し疋．
本研究で使用したFLUXNETサイト
。樋宝情報． 写真なと判院が比較的寄男なFLUXNET1”を使用供向n円出 A担円ux,CCP: Canadian Car-
bon Pr，曙ram.Cart泊，Africa.IMECC: Infrastructure f町 M輔副相官entsof the Europ同門CarbonCy-
cle. Ozflux) .サイト獄445件の内，77件は情報不足で嘗鏑データが作成できなかった．
SACLA(Site－凶匝珂 datasetfor evaluating Annual Change of Land cov町！YI'.抽）に鐙録されている
円uxヲイト在使用した.SACしAl手金想主的飯置分類データの機証評価のために，FLUXNET，民 P(De町田
Confluer.珂 Pro同ctl.その他現地調査データの晴報在使用して作成されたデータセット．筑波大学奈佐原グ
ループ作成凶
、各サイトの重苦照クラス鍛は地理的．クラス的に均衡性が値いことが問題（Table.1&l照〕
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鰍クラスの決定方活 j 
。円u時i回の写真および．専門家が記述しだ憧隼情報を重害者にレ．クラスを決定する．円u鴻 j同に！2tlされているIGBPクラスと合
数しない燭合は， S低e運営蓄のga述している踊文などち惨警にするIFig.2恒）．
，空間分解能0.005震としてG民耳hEarthでサイト周囲の慣覆状態在確隠する.1厨緊内がー織でない燭台は慣叡の候補クラスを
掌げる（Fig.2(b)), 
。積覆状態に関する情報がないサイトの判読のため．各クラスの典型的な複罷状舗を示す慣頼性が高いサイトの情報で判蹄の基準
在決定し．これに準腿してクラスを決定－.；る． Fig.2 (a) Pho加 and(bl G。gi・Earth。fth・us叫sSi同
倹証方$（璽み付け）
候補クラスの璽み付けを信頼度の高い順！こ．候補1:1.0.候補2:0.75.候補3 0.5.候補4 0.25とする．円山サイトの飽度経度をき
む画素在中山として鳳1!18画棄を含めて．候補（償額度の高い踊〉に含到し疋盟理台に．その重みで精度値（1～0.25）を決定曹る．
（倒） Fjg.3の場合の賓み旬lヲ（EN:Ev軒町田nNeadleleaf F町田LCR: Cropland、NM:NaturalM田副cl
候補1:EN.候補2:NM候補3:CRの混合’精度1. 候補1練し．候補2:ENの揚合・精度0.75.
候補1. 2織し，候補3 NMの場合鴻度0.5. 候補1.2, 3無し．候補4 CRの揚合ー摘度0.25. . 
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MOD12Q1に精度E平価方濯を適用レた範果
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MOD12Q1(2αコηの霊み旬け精度率は61%，各候補脅照データの合恕率は候補1作0%）.候補2(51%）.候補3(40ヲ仏候補4153%）であった．
まとめと今後の研究
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。童疎対象では．現地の糧生彼置状態の情報を限集し．信頼性の高い参照データを作成することは雛しい．また極主緩置の状態は遷移している疋め．苦言照データのクラスは変わる可能性が
高い． 使用する衡霊データによって空間分解能が異なる甥含などは参照クラスは複叙の候備が挙げられる． 本研究でI~. 悟頼度に分けて嘗照データ（候補クラス〕を作成し． 各候補ク
ラスごとの合型叡lこ婁み付けをして換鱒し．全体の精度を計算する方活吾健察し疋．
。通常分類データの精度評価l苫，1サイト1クラスで精度肝価を行うが．本研究で作成し疋候補116184件〈全穆照データ368i牛〉である．候補2～4の信頼性は怪くなるが．これらを使
用することは．より地理的・クラス的均衡怪を高〈宮るために有初であり．問題の大きい分類エラー（草本を本本と分頬するなど〉の育無を調べる上でち育刻である．
。今後ほ．参照クラスの地理的．クラス的均衡をとるため.FLUXSITE以外の情報を収集し．多照データセット吾作成する．ま疋．より揺分解能の衛星データに適用するための参照データ
セットの作成在行う．
。精度犠鉦巧法としては．軍本と木本．黙帯雨称とその他の気候帯の森杯など．総生産．のf量定に使用するパラメータに大きく関係曹るクラスの精度比較について償制－.；る．
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